
ご
本
尊
相
次
い
で
寄
付

階
ホ
ー
ル
に
福
谷

本
願
寺
神
戸
別
院
改
築
・
兵

庫
教
区
教
化
セ
ン
タ
１
設
立
建

設
工
事
も
約
一
年
が
過
ぎ
、
長

期
間
の
基
礎
・
地
下
工
事
も
終

え
、
十
二
月
に
入
り
い
よ
い
よ

地
上
三
階
部
分
の
工
事
ま
で
進

捗
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
堂
内

陣
の
欄
間
や
宮
殿
・
須
弥
壇
な

ど
の
仏
具
に
つ
い
て
も
京
都
の

小
堀
仏
具
店
へ
搬
入
し
て
約
半

年
が
過
ぎ
、
新
し
い
本
堂
へ
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
に
着
々
と
修

復
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

先
月
、
京
都
山
科
に
あ
る
小
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堀
仏
具
店
の
工
場
を
視
察
し
た

時
、
修
復
中
の
仏
具
は
、
六
十

余
年
の
間
の
煤
を
化
成
ソ
１
ダ

で
洗
い
流
し
、
金
箔
の
光
が
再

び
輝
き
は
じ
め
て
い
た
。
小
堀

の
工
場
長
さ
ん
は
「金
箔
が
厚

い
の
で
比
較
的
押
し
な
お
し
を

し
な
く
て
も
よ
く
、
材
質
も
槍

で
非
常
に
良
い
も
の
で
、
後
世

に
残
る
も
の
と
し
て
恥
ず
か
し

藤
田
両
氏

く
な
い
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
」
と
話
て
い
た
。

こ
う
し
て
外
部
や
内
部
の
工

事
が
進
ん
で
い
る
状
況
の
も
と
、

一
階
ホ
ー
ル
研
修
道
場
内
の
身

丈
一
尺
五
寸
程
の
ご
本
尊
阿
弥

陀
如
来
の
木
像
寄
付
（三
百
万

円
）
の
申
し
出
が
福
谷
や
す
ゑ

さ
ん

（神
明
組
金
覚
寺
門
徒
）

よ
り
あ
っ
た
。
十
一
月
十
一．日目録を贈呈する福谷やすゑさん

に
は
福
谷
さ
ん
か
ら
土
基
教
務

所
長
へ
目
録
の
贈
呈
が
別
院
仮

本
堂
に
て
行
わ
れ
た
。
勤
行
の

後
、
目
録
が
手
渡
さ
れ
「寄
付

さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、

ま
た
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
た
。

続
い
て
同
月
十
六
日
に
も
藤

田
時
男
氏

（神
戸
東
組
専
念
寺

門
徒
・
神
戸
別
院
総
代
）
よ
り

研
修
道
場
内
の
身
丈
四
尺
の
ご

本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
木
像
寄
付

（五
百
万
円
）
の
申
し
出
が
あ

り
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

藤
田
氏
は
「私
た
ち
憧
れ
の

別
院
が
立
派
に
建
立
さ
れ
、
一

階
の
阿
弥
陀
如
来
様
を
私
が
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
た
。

福
谷
さ
ん
は
既
に
五
十
万
円
、

藤
田
氏
は
二
百
万
円
の
特
別
懇

志
を
納
め
ら
れ
、
今
回
更
に
ご

本
尊
の
指
定
寄
付
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
今
後
で
は
歴
代
仏
婦

委
員
長
有
志
他
で
本
堂
の
外
陣

香
炉
の
寄
付
を
申
し
出
て
下

さ
っ
て
い
る
。
各
教
化
団
体
か

ら
は
、
仏
婦
連
盟
が
一
階
ホ
１

ル
内
の
椅
子
や
研
修
机
、
ス
カ

ウ
ト
ク
ラ
ブ
が
仏
旗
な
ど
を
掲

揚
す
る
ポ
ー
ル
と
相
次
い
で
指

定
寄
付
の
申
し
出
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
　　

化
の
か
け
声
の
中
、
設
備
投
資

盛
ん
な
り
し
時
、
省
力
機
器
製

造
の
技
術
屋
と
し
て
機
械
の
完

成
を
喜
び
な
が
ら
も
、
客
先
工

場
に
納
入
し
た
後
の
作
業
員
の

配
転
、
解
雇
を
思
う
と
き
心
の

痛
み
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
今

ま
た
円
高
不
況
に
よ
り
す
べ
て

の
製
造
産
業
は
余
剰
人
員
を
持

て
余
し
、
新
卒
者
の
未
就
職
者

は
二
十
万
余
人
に
な
る
と
か
◆

戦
後
五
十
年
、
経
済
優
先
に
突

き
進
ん
で
き
た
ツ
ケ
が
、
国
外

か
ら
は
経
済
摩
擦
、
国
内
で
は

（国
外
で
も
）
環
境
破
壊
な
ど

に
よ
る
形
に
な
っ
て
現
れ
て
い

る
◆
現
代
の
科
学
技
術
は
我
々

人
類
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
貧

欲
と
憎
悪
と
貧
富
の
差
を
大
き

く
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
生
活

の
中
に
あ
っ
て
我
々
僧
侶
と
し

て
如
何
に
あ
る
べ
き
か
◆
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「宇
宙
的
宗

教
性
の
最
も
強
く
な
っ
て
い
る

の
は
仏
教
で
あ
る
。
現
代
科
学

に
欠
け
て
い
る
も
の
を
埋
め
合

わ
せ
て
く
れ
る
宗
教
が
あ
る
と

す
れ
ば
、そ
れ
は
仏
教
で
あ
る
Ｌ

こ
の
言
葉
を
よ
く
味
わ
い
た
い

と
田
つ
。

　

′

　　　　

（小
畑
英
樹
）
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人
間
解
放
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
ハ
ン
セ
ン
病

著
者
は
長
島
愛
生
園
真
宗
同

朋
会
導
使
の
伊
奈
教
勝
師
。
ハ

ン
セ
ン
病
と
診
断
さ
れ
、
四
十

数
年
に
わ
た
り
隔
絶
さ
れ
た
生

半
数
の
２０
組
終
え
る

蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法
要

各
組
ご
消
息
披
露
・
記
念
法
座

は
兵
庫
教
区
で
は
七
月
九
日
か

ら
佐
用
組
を
ト
ッ
プ
に
開
催
さ

れ
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
三

十
九
組
中
二
十
組
を
終
了
し
、

約
五
か
月
で
半
数
が
終
了
し
た
。

ま
た
、
兵
庫
教
区
に
対
す
る

蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
総
合
計

画
推
進
懇
志
十
五
億
円
余
り
に

対
し
て
、
四
億
二
千
五
百
九
十

七
万
五
百
円
（１１
月
３０
日
現
在
）

の
進
納
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
ご
消

息
披
露
・
記
念
法
座
を
終
え
た

組
は
次
の
通
り
。

７
月
９
日
佐
用
組

　

・
法
覚
寺

７
月
３１
日
多
紀
組
・
市
民
会
館

「人
生
に
三
つ
の
出
会
い
」

若
婦
人
の
集

修
で
の
開
催
で
、
講
師
に
は
森

重
一
成
師

（安
芸
教
区
養
専
寺

住
職
）
を
む
か
え

『豊
か
な
人

生
に
つ
い
て
考
え
る
』
と
題
し

て
講
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
讃

歌
指
導
と
し
て
樺
氏
清
子
さ
ん

（阪
神
西
紙
源
光
寺
）
と
赤
松

君
香
さ
ん

（網
干
組
政
源
寺
）

の
指
導
で
「合
掌
音
頭
」
な
ど

の
歌
や
踊
り
を
練
習
し
た
。

　

講
演
で
は
、
丞
「、
日
本
は

い
い
世
の
中
に
な
っ
た
。
こ
の

人
生
を
楽
し
も
う
と
い
う
方
向

性
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
そ

十
一
月
五
日
、
教
区
仏
婦
連

盟
主
催
の
若
婦
人
の
集
い
が
神

戸
市
中
央
区
の
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
会
は
今

年
で
七
回
目
を
む
か
え
、
仏
教

婦
人
と
し
て
の
聞
法
を
深
め
、

組
・
単
位
仏
教
婦
人
会
の
充
実

と
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
を

計
り
、
若
婦
人
が
み
教
え
に
遇

え
る
場
と
す
る
こ
と
を
開
催
主

旨
と
し
、
テ
１
マ
を

「仏
教
婦

人

へ若
婦
人
〉
へ
の
願
い
」
と

し
た
。
今
年
は
午
後
か
ら
の
半
日
研

　
　い
に
２７０
人

兵庫県民会館へ参集の若婦人

し
て
、
大
人
の
三
楽
主
義

（気

楽
・
安
楽
・
享
楽
）
が
子
供
の

五
無
主
義
を
生
ん
で
い
る
こ
と

を
言
及
し
、
思
う
よ
う
に
な
ら

な
い
の
が
人
生
、
人
生
の
実
相

は
苦
で
あ
る
」
と
述
べ
、
い
ろ

い
ろ
な
事
例
の
話
や
ユ
１
モ
ラ

ス
な
歌
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今

の
日
本
人
に
欠
け
て
い
る
も
の

を
耐
性
と
漸
龍
と
感
動
で
あ
る

と
し
て
具
体
的
に
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「豊
か
な
人
生
と
は

生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
、
生

き
て
き
て
よ
か
っ
た
、
そ
し
て

命
終
わ
る
時
、
お
蔭
で
い
い
人

生
だ
っ
た
と
い
え
る
人
生
が
豊

か
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
三
つ
の
出
会
い
が
大
切
で

あ
り
、
人
生
こ
れ
あ
る
が
ゆ
え

に
生
き
て
い
け
る
と
い
う
教
え

と
の
出
会
い
。
様
々
な
人
間
関

係
で
あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ

た
と
い
う
人
と
の
出
会
い
。
喜

ん
で
や
る
べ
き
仕
事
と
の
出
会

い
が
私
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
」
と
述
べ
、
浄
土
真
宗
の
教

え
と
し
て
、
他
力
や
往
生
浄
土

や
自
力
と
他
力
の
念
仏
の
違
い

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
充
実
し
た

研
修
会
と
な
っ
た
。

隔
絶
四
十
年
」

伊
奈
教
勝
師

活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
経
験
を
、

平
等
で
あ
る
べ
き

「
い
の
ち
」

の
尊
厳
を
犯
す
、
差
別
、
偏
見

か
ら
の
解
放
を
後
世
の
人
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
行
動

の
軌
跡
を
ま
と
め
た
も
の
。

今
年
七
月
の
岡
山
で
開
催
さ
れ

た
組
長
・
副
組
長
・
組
相
談
員

合
同
研
修
会
で
二
日
目
の
長
島

愛
生
園
で
の
講
師
で
「本
名
を

ご
消
息
披
露

８
月
２４
日
阪
神
西
組
・
西
福
寺

８
月
２６
日
城
崎
組
・
豊
岡
教
堂

８
月
３０
日
網
干
組

　

・
徳
栄
寺

９
月
６
日
赤
穂
北
組
・
浄
光
寺

１０
月
８
日
揖
竜
西
組
・
徳
行
寺

１０
月
２１
日
氷
上
西
組
・
安
養
寺

１０
月
羽
日
播
磨
東
組
・播
磨
中

組
・多
可
組
・
加
古
川
組
・
高

砂
組
が
５
組
合
同
で
加
古
川
の

兵
庫
女
子
短
期
大
学

１０
月
２４
日
岡
山
北
組
・
報
恩
寺

１１
月
・
日
±
金
米
組

　

・
妙
福
寺

１１
月
７
日
淡
路
組

　

・
禽
行
寺

１１
月
１９
日
神
明
組

　

・
金
覚
寺

１１
月
２２
日
氷
上
東
組
・
照
蓮
寺

ｎ
月
２５
日
養
父
組

　

・
永
照
寺

１１
月
２６
日
阪
神
東
組
・
福
円
寺

　

今
後
の
開
催
組
の
予
定
は
次

名
告
る
意
味
」
の
講
題
で
話

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
第

一

章

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
島
か
ら

の
メ
ッ
セ
１
ジ
」
第
二
章

「講

演
・
本
名
の
名
告
り
」
第
三

章

「叔
父
の
本
名
の
名
告
り

を
受
け
て
」
第
四
章
「対
談
・

人
間
解
放
と
い
う
こ
と
」
の
四

章
で
あ
る
。
（定
価
千
六
百
五

十
円
）明
石
書
店
。お
問
い
合

わ
せ
は
長
島
愛
生
園
内
伊
奈

教
勝
師
ま
で

　

笠
０
８
６
９

２
（５
）
１
１
０
５
岡
山
県
邑

久
郡
邑
久
町
虫
明
六
五
三
九

記
念
法
座

の
通
り
。

１２
月
３
日
神
戸
西
組
・
仏
心
寺

１２
月
１２
日
阪
神
南
組
・
照
蓮
寺

１２
月
１８
日
神
戸
東
組
・
昭
釜
口寺

１２
月
即
日
揖
竜
束
組
・
浄
蓮
寺

１
月
２４
日
赤
穂
南
組
・
宝
専
寺

２
月
１
日
岡
山
南
組
・
江
並
教
堂

２
月
４
日
神
崎
組
・
神
姫
組
・

姫
路
東
組
・
姫
路
南
組
・
姫
路

中
組
・姫
路
西
組
が
６
組
合
同

で
姫
路
市
民
花
北
広
場

２
月
１８
日
北
摂
組
・
会
場
未
定

３
月
３０
日
阪
神
北
組
・
浄
福
寺

開
催
未
定
の
組
は
神
戸
中
組

・神
戸
湊
組
・
新
宮
組
・
朝
来

組
・
出
石
組
の
５
組
と
な
っ
て

い
る
。



Ｈ
Ｏ
日
誌

金
１１
月
１
日
＝
±
金
米
組
蓮
如
上

人
五
百
回
逮
忌
法
要
ご
消
息
披

露
を
妙
福
寺
で
。
特
命
布
教
使

は
近
藤
龍
樹
師

（加
古
川
組
普

光
寺
）
◎
３
日
＝
仏
教
青
年
連

盟
研
修
会
を
宍
粟
組
西
光
寺
で
。

西
光
寺
青
少
年
大
会
と
教
区
仏

青
研
修
会
と
の
共
催
。
約
百
人

の
青
少
年
が
集
い
、
村
上
義
円

師
の
法
話
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
０
×
ク
イ
ズ
な
ど
を
し
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

景
品
に
は
北
海
道
ふ
れ
あ
い
の

魅
力

旅
六
泊
七
日
が
四
人
、
キ
ャ
ン

プ
セ
ッ
ト

・
カ
メ
ラ
・
Ｃ
Ｄ
ラ

ジ
カ
セ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

ｏ
コ
カ
コ
ー
ラ
一
年
分
を
各
一

人
に
と
魅
力
一
杯
の
も
の
で
白

熱
し
た
景
品
争
奪
戦
と
な
っ
た

◎
出
石
組
住
職
寺
族
同
朋
講

座
・
僧
侶
研
修
が
西
秀
寺
で
。

講
師
は
山
崎
一
朗
師

（出
石
組

正
福
寺
）
◎
５
日
＝
若
婦
人
の

集
い
を
県
民
会
館
で
◎
第
一
土

曜
仏
教
講
座
。
講
師
は
三
宮
義

信
師

（中
央
仏
教
学
院
院
長
）

テ
ー
マ
は

「
い
の
ち
の
か
が
や

き
」
◎
±金
米組
西
光
寺
の
本
堂

修
復
落
慶
並
び
に
住
職
継
職
法青少年に法話する村上義円師

要
に
土
基
教
務
所
長
が
本
山
か

ら
の
祝
辞
伝
達
命
５
日
２
６
日

＝
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
仏
青
研
修
会

が
和
歌
山
の
竣
工
し
た
ば
か
り

の
鷺
森
別
院
で
◎
６
日
＝
永
代

経
開
聞
法
要
を
大
谷
本
廟
で
◎

６
日
２
７
日
＝
部
落
解
放
県
集

会
が
城
崎
で
◎
７
日
＝
別
院
仏

婦
学
習
会
◎
別
院
仏
婦
定
例
法

座
。
講
師
は
津
川
肇
師

（城
崎

組
明
元
寺
）
◎
淡
路
組
蓮
如
上

人
五
百
回
遠
忌
法
要
ご
消
息
披

露
を
禽
行
寺
で
。
特
命
布
教
使

は
光
森
宣
明
師

（北
摂
組
正
覚

寺
）
◎
８
日
＝
ビ
ハ
ー
ラ
兵
庫

編
集
委
員
会
を
別
院
で
◎
揖
竜

西
組
と
赤
穂
南
組
の
建
設
懇
志

未
進
納
寺
院
へ
財
務
委
員
が
出

向
◎
９
日
＝
社
会
福
祉
推
進
協

議
会
兵
庫
支
部
評
議
員
会
並
び

に
研
修
会
が
別
院
で
。
講
師
は

玉
川
雄
司
師

（ビ
ハ
ー
ラ
実
践

活
動
研
究
会
専
門
委
員
・京
都

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局

長
）
テ
ー
マ
は
「高
齢
者
問
題

と
寺
院
福
祉
活
動
」
参
１０
日
ｚ

図
日
＝
や
さ
し
い
か
ら
人
な
ん

で
す
パ
ー
ト
７
パ
ネ
ル
展
が
ｊ

Ｒ
神
戸
駅
前
地
下
デ
ユ
オ
ド
ー

ム
で
。
今
回
は
兵
庫
に
お
け
る

部
落
差
別
の
実
態
を
パ
ネ
ル
に

し
て
、
道
行
く
人
々
に
部
落
差

別
の
撤
廃
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
◎

１１
日
＝
布
教
団
若
手
役
員
会
を

仮
本
堂
最
後
の
報
恩
講

別
院
で
◎
阪
神
北
組
住
職
寺
族

同
朋
講
座
・
僧
侶
研
修
が
大
林

寺
で
。
講
師
は
堀
正
昭
師

（揖

竜
西
組
明
正
寺
）
◎
１２
日
＝
江

並
教
堂
報
恩
講
。
講
師
は
増
井

浄
見
師
（赤
穂
北
組
浄
蓮
寺
）

参
１４
日
＝
神
戸
湊
組
住
職
寺
族

同
朋
講
座
・
僧
侶
研
修
が
尊
光

寺
で
。
講
師
は
堀
正
昭
師

（揖

竜
西
組
明
正
寺
）
◎
図
ｚ
１６
日

＝
別
院
常
例
法
座
。
講
師
は
杉

本
正
典
師
（北
摂
組
光
揮
寺
）

参
１６
日
＝
門
徒
推
進
員
連
絡
協

議
会
幹
事
会
を
別
院
で
参
少
年

連
盟
役
員
会
を
別
院
で
参
１７
日

＝
愛
生
園
・光
明
園
報
恩
講
◎

氷
上
西
組
住
職
寺
族
同
朋
講

座
・
僧
侶
研
修
が
正
覚
寺
で
。

講
師
は
高
崎
長
英
師

（北
摂
組

正
光
寺
）
参
１７
日
ｚ
１８
日
＝
基

本
法
要
求
県
交
流
会
が
塩
田
温

泉
で
０
１８
日
＝
阪
神
西
組
住
職

寺
族
同
朋
講
座
・
僧
侶
研
修
が

寓
照
寺
で
。
講
師
は
杉
本
正
典

師
（北
摂
組
光
爆
寺
）
◎
都
市

開
数
推
進
部
会
を
別
院
で
。
テ

レ
ホ
ン
法
話
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
に
つ
い
て
命
１９
日
＝
神

明
組
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法

要
ご
消
息
披
露
を
金
覚
寺
で
。

特
命
布
教
使
は
岩
田
義
文
師

（阪
神
南
組
西
法
寺
）
命
２１
日

１１
近
畿
教
講
師
研
修
会
が
難
波

別
院
で
◎
佐
用
組
の
建
設
懇
志

未
進
納
寺
院
へ
財
務
委
員
が
出

向
参
２２
日
＝
氷
上
東
組
蓮
如
上

人
五
百
回
遠
忌
法
要
ご
消
息
披

露
が
照
蓮
寺
で
。
特
命
布
教
使

は
近
藤
龍
樹
師

（加
古
川
組
普

光
寺
）
参
２４
日
＝
別
院
報
恩
講

職
員
打
合
せ
会
参
２５
日
＝
養
父

組
蓮
如
上
人
五
百
回
逮
忌
法
要

ご
消
息
披
露
を
永
照
寺
で
。
特

命
布
教
使
は
山
崎
一朗
師

（出

石
組
正
福
寺
）
命
２６
日
＝
阪
神

東
組
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法

要
ご
消
息
披
露
を
福
円
寺
で
。

特
命
布
教
使
は
松
本
龍
回
師

（氷
上
東
組
明
光
寺
）
◎
高
砂

組
住
職
寺
族
同
朋
講
座
・
僧
侶

研
修
が
蓮
教
寺
で
。
講
師
は
井

別院報恩講 （上＝布教

　

下＝法要）
上
朋
義
師
（加
古
川
組
正
願
寺
）

◎
揖
竜
東
組
住
職
寺
族
同
朋
講

座
・
僧
侶
研
修
が
源
徳
寺
で
。

講
師
は
堀
正
昭
師

（揖
竜
西
組

明
正
寺
）
参
２７
日
ｚ
２９
日
＝
別

院
報
恩
講
。
講
師
は
藤
山
達
郎

師
（神
崎
組
乗
徳
寺
）
仮
本
堂

で
二
回
目
を
む
か
え
る
報
恩
講
。

昨
年
と
同
様
に
団
参
や
教
区
内

の
ご
法
中
の
出
勤
依
頼
は
見
合

せ
、
職
員
が
出
勤
し
て
、
清
風

会
の
楽
入
り
で
法
要
を
お
勤
め

し
た
。
来
年
は
新
し
い
本
堂
で

命
建
設
推
進
三
役
会
を
別
院
で

命
３０
日
＝
ビ
ハ
ー
ラ
兵
庫
編
集

委
員
会
を
別
院
で
。

杯
の
景
品
争
奪
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浄蓮寺
青年僧侶の会役員会

　　　　　　　　　　　　　　　

５時
日出～２３日（日）
スカウトクラブ仏教章取得講習会 神戸市立若者の家

　　

　　

　
　

役

　

ブ

会
御
ラ

の
日
ク

侶
２３
ト

僧

　

～

　

ウ

・

年
出
力
御

青
日
ス
日

【月

　　院同別日
別院常例法座 青木敬介師

灘
驚
園

腰
鞭

　

議

　

｝

ビ

ハ
ー
ラ
活
動
を
よ
り
推

３

　

０
日

　　　　　　　　　　

進
す
る
た
め
に
、
実
践
活
動

　

．
総
合
定
例
打
合
せ

　　　　

者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、

　　　　　　　　　　

本
山
▼（社
会
部
）
で
は
ビ
ハ

予

　

定

　　　　　　　　　

１
ラ
実
践
活
動
研
究
会
第
九

　

１

　

２
月
の
始
め
ま
で
に
地
上
二

　

期
生
を
募
集
し
ま
す
。

階
の
梁
、
ス
ラ
ブ
配
筋
を
終
え
、

養
成
期
間
は
二
年
間

（平

７
日
頃
か
ら
コ
ン
ク
リ
－
ト
打

　

成
七
年
四
月
で
平
成
九
年
三

ル

　

設
備
配
管
を
し
て
・年
末

　

旧
）。馨
零
略
は
本
派
の
憎

ま
で鱒
地
も
階
部
分
？
ン

　

海
寺
謙
一
信
徒
で
畔
齢

ク
リ
，
ト
譲

義
挙
を
予
定
ｏ
カ
キ

歳
￥

－；
五
歳
未

現

　

況

（本
館
棟
＝
地
上
二
階
部
分
）

１１
／
１２
日

１６
日

・
墨
出
し

・
柱
、
壁
配
筋
′

１６
日
・
総
合
定
例
打
合
せ

１６

２５
日

・
型
枠
建
込
み

・
ス
ラ
ブ
貼
り

２４
日
・
定
例
打
合
せ

２５
日

３
日

・
梁
、
ス
ラ
ブ
配
筋

建
設
懇
志
進
納
総
額

　

．

十
三
億
七
千
七
百
六
万

六
千
七
百
四
十
九
円

　　

（９４
年
旦
月
３０
日
現
在
）

ビ
ハ
ー
ラ
９
期
生

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

３階床部分の工事を進める現場 ９４，１１，３０撮影

満
の
人
で
、
出
願
手
続
き
に

は
、
「応
募
の
動
機
と
ビ
ハ
１

ラ
活
動
へ
の
思
い
」
と
題
し

た
レ
ポ
１
ト
な
ど
を
提
出
、

教
務
所
長
の
推
薦
。
締
切
り

は
平
成
七
年
一
月
三
十
一
日
。

お
問
い
合
わ
せ
は
教
務
所
（担

当
安
井
）
ま
で
。
兵
庫
教
区

で
は
、
八
期
生
を
含
め
て
三

十
五
人
が
会
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

近
畿
六
教
区
で
構
成
し
て

い
る
近
畿
同
朋
運
動
推
進
協

議
会
で
は
、
毎
年
同
朋
運
動

啓
発
の
た
め
に
、
同
和
教
育

振
興
会
と
共
同
で
二
種
類
の

標
語
ポ
ス
タ
１
を
作
成
、
配

布
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
標
語
を
広
く
募
集

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
同
朋
運
動

の
推
進
を
目
的
と
す
る
も
の

同
朋
運
動
の
標
語
を
募
集

寺
本
ウ
メ
ノ
さ
ん

（て
ら
も

と
・
う
め
の
＝
加
古
川
組
願
生

寺
前
坊
守
）
十
一
月
十
三
日
、

八
十
六
才
で
往
生
。
葬
儀
は
十

一
月
十
五
日
、
願
生
寺
で
。
「梅

月
院
輝
尼
妙
昭
」。

藤
村
功
宣
師

（ふ
じ
む
ら
・

こ
う
せ
ん
＝
神
戸
湊
組
光
明
寺

衆
徒
）
十
一
月
十
四
日
、
八
十

六
才
で
往
生
。
葬
儀
は
十
一
月

十
六
日
、
奈
良
教
区
平
群
組
浄

照
寺
で
。
「浄
教
院
輝
功
宣
」。

す
で
に
廃
寺
と
な
っ
た
教
楽
寺

住
職
。
田
中
法
叙
教
区
会
議
長

の
実
兄
。
本
願
寺
派
布
教
使
。

小
玉
知
登
世
さ
ん

（こ
だ

ま
・
ち
と
せ
＝
城
崎
組
国
正
寺

前
坊
守
）
十
一
月
二
十
日
、
八

十
六
才
で
往
生
。
葬
儀
は
十
一

月
二
十
二
日
、
国
正
寺
で
。
「妙

寿
院
爆
慈
香
」。

で
未
発
表
の
も
の
。
原
則
と

し
て
二
十
字
以
内
。
締
切
り

は
一
月
三
十
一
日
（必
着
）で
、

教
務
所
近
同
推
事
務
局
へ
郵

送
く
だ
さ
い
。採
用
作
品
に
は

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
採
用
作
品
で
語
句

の
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

日
ク

　

市

　

会

　

別

　

会

　

間

　

別
日

２３
ト

　

都

　

長

　

・
同
正

　

開

・
１６

～

　

ウ

・
神

　

組

　

所
日
修

　

経

　

所

～

出
力
御
阪
仰
未
伽
務
１
院
御
代
側
務
伽

日
ス
日
京
日
年

日
教
月
別
日
永
日
教
日

２２

　　

２

　　

４

　　

２

　　

６

　　

２

　　

８

　

１

　

８

９

　

１

　

４

永代経開間法要

別院御用納め

京阪神都市開教対策本部会議

半

　　

半

　　

半

　　

時

　　

寺

　　

半

時

時

時

　　

時

　　

時

　　

３

　　

善

　　

時

２

　

３

１

　　

１

　

１

　　

０

　　　　　

照

　　

１

　　

０

神戸東組蓮如上人５００回遠忌法要ご消息披露

　　

照善寺

　　員委
会
会

任
員
員

常
委
役

進
任
盟

企画常任委員会

劃定＝熟；｝：二；に ｈ

代

◎

座

　　

員

　　

会

　　

如

　　

任

員

員

総

日
法

　　

委

　　

部

　　

蓮

　　

常
委

役

徒

１６
例

　　

婦

　　

導

　　

組

　　

進
任

盟

門

　

～

　

常

　　

仏

　　

指

　　

東

　　

推
常

連

閃
区
困
院
◎
区
嚇
修
岡
戸
御
設
画
年

日
教
日
別
日
数

日
研
日
神
日
建
企
少

Ｑ
Ｕ

　　　　

▲リ

　　　　

ハｈＵ

　　　　

７
十

　　　　

（ＸＵ

　　　　

（》

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　　　　

　　

　　　　　　

　　

　　　　　　

　　

教区仏婦委員総会

教区門徒総代会評議員会

敬
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